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第1章　はじめに

1．調査に至る経緯

1999年7月26日に、中村泰彦氏より博多区那珂1丁目655番における個人住宅建設に伴

い、埋蔵文化財事前審査申請書が提出された。申請地は那珂遺跡群の範囲内に位置してい

るので、埋蔵文化財課では同年8月11日に試掘調査をおこなった。その結果、地表下0．65

mの鳥栖ローム土層上面にて柱穴等の遺構が高密度に分布していることを確認した。よっ

て、関係者と協議を行い、記録保存のための本調査を実施することとなった。

2．調査組織
調査委託：中村泰彦

調査主体：福岡市教育委員会　教育長　西憲一郎

文化財部長　　　　　　　　柳田純孝

埋蔵文化財課長　　　　　　山崎純男

埋蔵文化財課第二係長　　　力武卓治

調査・庶務：谷口真由美

調査・担当：山崎龍雄、上角智希

試掘調査：宮井善朗

調査作業：安高精一、山下素人、長野嘉一、石井雅之、安河内康矩、宗像正勝、

安高久子、安元尚子、阿部幸子、大橋由美子、寺園美恵子

整理作業：宮坂環

3・）遺跡の位置と環境

那珂遺跡群は福岡平野のほぼ中央部、那珂川と御笠川にはさまれた中位段丘上に位置し

ており、後期旧石器時代から中世に至る各時代の遺跡が連綿としてみられ、とくに弥生時

代から古代にかけての遺跡が密に分布している。弥生時代には那珂遺跡群の北に隣接する

比恵遺跡群とともに、福岡平野に存在した「奴国」の最も重要な拠点集落のひとつであっ

た。古墳時代には福岡平野で最古の前方後円墳である那珂八幡古墳や6世紀後半の横穴式

石室を持つ東光寺剣塚古墳が築造された。那珂遺跡群の調査は1999年12月の時点で、74次

を数える。

遺跡調査 番号 9932 － 遺　 跡　 略　 号 N A K －7 1

調 査 地 地 番 博多区那珂 1丁 目655 分布地図番号 37東光寺

開　発　 面　 積 193㎡ 調　査　 面　 積 193 ㎡

調　 査　 期　 間 1999年 8 月25 日～10 月 1 日
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第1図　第71次調査区の位置（1／4000）
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第1章　調査の記録

1・調査の概要
本調査区は那珂遺跡群のほぼ中央部に所在する那珂八幡古墳の北西約150mの台地上に

位置している。調査区の北東30mの地点では1986年に第8次調査が行われており、弥生時

代の集落を主として、後期旧石器時代から中世に至る各時期の遺構・遺物が確認されてい

る（下村編1987『那珂遺跡』）。本調査区の現地表は標高約9．5mを測り、周辺よりも1・5m

程度高いため、旧地形が良好な状態で遺存していることが期待された。

調査面積は約190㎡であり、1999年8月25日から10月1日にかけて調査を実施した。排

土置き場が確保できないために、まず調査区北半について調査・記録をおこない、その後

北半を埋め戻し、残る南半の調査をおこなった。重機を用いて表土を除去したが、地表下

0．4～0・6mの深さで、赤褐色の鳥栖ロームにあたり、その面で遺構検出をおこなった。遺

構埋土は、かたくしまった黒褐色～暗褐色土と、地山の赤褐色ロームを含みあまりしまっ

ていない褐色土に、大別で　＝ココ

きる。両者は時期を異にす

るものと考えられ、遺構埋

土のちがいに注意しながら

精査をおこなった。調査期

間中長雨が続き、予定より

調査期間が延びてしまった。

関係者各位にお詫びしたい。

また、猛暑に長雨と悪条件

のなか、調査に参加してく

ださった作業員のみなさま

に心から御礼申し上げます。

調査の結果、古墳時代初

頭の溝1条、古墳時代後期

の竪穴住居址3棟、近世前

期の溝1条のほか、土壌4

基、柱穴多数を検出した。

出土した遺物は古墳時代を

中心に、弥生時代、古代、

中世、近世の各時代のもの

があり、コンテナ13箱分に

相当する。

以下、次節では主な遺構

についてそれぞれ報告する。

第2回　調査区周辺の地形（1／400）
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第3図　遺構配置図（1／100）

2．遺構と遺物

（1）竪穴住居址
SCO6（第4図、図版3－2）

調査区南側中央に位置する方形住居である。南北3・9m、東西3・8mのほぼ正方形であり、

壁高は15cmを測る。主軸はN－17。－E方向をとる。住居のほぼ中央には大きく茶褐色

土の撹乱が入り、北東部分も土壌SK07によって切られている。そのため柱穴の配置は明

らかに出来なかった。床面には一部壁溝が見られ、北東隅および東壁中央部分でかまどと

推定される白色粘土を検出した。とくに北東隅の粘土の脇には床面に正位で置かれた高珎

（第6図10）をはじめ土器片が集中する。床は貼床で5cm程度の厚さである。出土遺物

より7世紀に位置付けられる。

出土遺物（第6図1～15）

1～4は弥生土器である。1～2は弥生中期後半、丹塗りの壷。5は古式土師器の壷の

口縁部でやや開き気味に立ちあがる。口径15．6cm。6－7は須恵器の珎身。6は口径13・4

cm、器高3．7cm、7は口径13．0cm、器高3．3cmを測る。8は須恵器の杯蓋で、口径15．8

cmを測る。9～12は土師器である。9は甕の口縁部で口径29．6cm。直立した胴部から

短く外反する。外面に粗いタテパケを施す。10は高杯の脚部で外面に細かなヨコパケを施

す。底径10・6cm。11は甕の胴部で頚部径13・8cm、胴部最大径17．0cmを測る。外面は粗

いタテパケ、内面はケズリ調整。12は杯の鹿部で高台径14・4cmを測り、8世紀のもの。

灰色を呈する。13は器台の脚部。胎土は非常に精微で内面の絞りがなく、外面は面取りさ

れていない。11世紀頃のものか。博多第97次調査（久住編1998『博多63』17頁）で類似の

器台が報告されている。14は土製投弾で、住居の貼床粘土内にて出土した。15は滑石製の

－4　－
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第4図　SCO6竪穴住居址実測図（1／40）　※アミは白色粘土

臼玉で、直径5mm、

厚さ3mmを測る。

確実な床面での出土　一泡

遺物は10の高杯の脚部

であり、7世紀前半に

位置付けられる。6～

11も同じく7世紀のも

ので、これらがこの住

居址に本来伴うものと

考えられる。
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第5図　SCO8・11竪穴住居址実測図（1／60）
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第6図　SCO6．08　出土遺物（1／3）
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SCO8（第5図）

調査区の南端に位置する方形住居址で、東南側は調査区外へ続き、西側は撹乱を受けて

いる。出土遺物より8世紀ごろに位置付けられる。SC06とSC08は軸方向を同じくし25cm

の間隔をおいてきれいに並んでいる。復元された竪穴住居を見ると、地上に作られる屋根

が周壁よりもかなり外側へ張り出しているので、両者が同時期に並んで建っていたとは考

えられない。まずSC06が廃棄．解体され、柱などの再利用可能な資材が撤去される。そ

の後しばらくして、まだSC06の痕跡が明瞭に残っている時期に、SC06を意識しつつ、SC

O8住居が新たに建てられた、と考えたい。

出土遺初（第6図16～22）

16は弥生土器の壷口縁部で口径23．2cmを測る。強く外傾する頚部に鋤先状口縁がつく。

あるいは高杯の杯部か。弥生中期後半のもの。17は古式土師器の壷の頸部であり、頚部径

15・8cmを測る。胎土に金ウンモを含む。18～19は土師器の鹿部。18は鹿部を不定方向の

ヘラケズリで調整し、赤色を呈する。20－21は須恵器の杯蓋。20は口径14・6cm、器高2．7

cmを測り、8世紀のもの。21は口径14．8cmを測る。22は手焙土器の小片。胎土が非常

に精微で器壁も非常に薄く、橙色を呈する。比恵50次調査において溝SD294から手焙土器

の上半が出土しており、

22は胎土．色調ともに

これと非常に酷似して

いる（久住猛雄氏御教

示）。ただし報告書で

は触れられていないた

め、参考図として掲載

しておく（第7図；上

角実測）。

〒
0　　　　　　　　10cm
l　　　　　　　・　　　　　　．

第7図　参考図　比恵50次調査
SD294溝出土手焙土器（1／4）

SC11（第5図）

調査区北端に位置する。その大部分が撹乱を受け、東壁がわずかに残るのみで平面プラ

ンは不明である。壁高は20cmを測る。出土遺物より古墳時代のものと推測するが、図化

できる遺物はない。

（2）溝
SD01（第8図、図版1－2）

調査区の東側をおよそN－30。－Wの方向に縦断する溝である。土層図に示されるよう
／

に、SDOlは一度大部分が埋没した後、再び掘り返されている。当初の溝は底の幅が広い

逆台形を呈しており、遺構検出面における幅は2m30cm、深さは60cmを測る。底から17

世紀の陶器皿（第9図11）が出土しており、土層の堆積は長期にわたる自然埋没の様相と

は異なるので、この頃に埋められたものと推測する。再掘削の溝は遺構検出面における幅

が1m40cm、深さが70cmで、断面は緩やかなU字形を呈する。下層よりやはり17世紀の

陶磁器（第9図12、13）が出土している。溝上層を主として一部下層にも須恵器や中世の

土器が多く混入している。
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SDOl土層
1．暗褐色土（赤色粒、炭化物を少量含む）
2．暗褐色土
3．炭化物
4．褐色粘質土
5．褐色粘質土（地山ブロックが多く混入）
6．暗褐色土

L＝9．20cm／

SDOl土層
1・暗褐色土
2．褐色粘質土
3・褐色粘質土（地山ブロックが多く混入）
4．暗褐色土

第8図　SD01．02溝実測図（平面図1／100、土層図1／40）
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出土遺物（第9図1～13）

1－2は須恵器の珎身である。1は口径14．0cm、器高3．9cmを測り、7世紀のもの。

ヘラ記号あり。2は高台径7・4cmを測る。8世紀前半か。3は甑の把手。4－5は鹿部

糸切りの土師質小皿である。4は口径8．0cm、器高0・9cmを測る。5は口径8．2cm、器

高0・8cmを測り、鹿部に板状圧痕が残る。6～8は中世の土器である。6は壷の口縁部。

口径19・2cmを測り、外面にタテパケ、内面口縁部にヨコパケを施し、灰白色を呈する。

7は鉢の鹿部か。底径11・8cmを測り、内面に粗いタテパケを施す。8は瓦質のすり鉢。

口径26．4cmを測る。9～13は陶磁器である。9は白磁椀Ⅳ類の鹿部であり、底径7・2cm

を測る。見込に白色釉を施し目跡を有する。外面は無釉。高台をわずかに削り出す。12世

紀に位置付けられる。10は明製の青花皿で、底径6・Ocmを測る。見込文様は珠取獅子か0

16世紀のもの。11は陶器の皿でおそらく唐津。底径4．6cm。縁灰釉を施し、見込に4つ

の砂目跡を有する。17世紀。12は青花椀の鹿部で底径4・Ocmを測る。中国産の粗製品で

胎土が粗雑。白色釉を施すが、内面見込は無釉。17世紀。13は陶器椀である。底径4．6cmo

内外面ともに青白色の釉を施している。鹿部が非常に厚く、胴部は途中からほぼ垂直に立

ち上がっていく。17世紀のものか。

SDO2（第8図、図版3－1）

調査区をおよそN－30。－Wの方向に縦断している。撹乱を受けたり、古墳時代の竪穴

住居址SCO6、SC08によって切られたりで残存状況はよくない。遺構検出面における幅は

約40cm、深さ20～35cmを測り、断面U字形を呈する。古式土師器が出土しており古墳時

代初頭の溝である。まとめで詳述するが、那珂・比恵遺跡群を縦断する該期の並列二条溝、

東側の溝である可能性が高い。

出土遺物（第9図14～16）

14～16はいずれも古式土師器である。14は二重口縁壷の頚部である。肩部から短い頚部

が直立し、口縁が緩やかに外反する。口縁端部の観察より、二重口縁の先のほうが接合部

で剥離したものと推測される。内外面ともに細かなパケを施す。15は壷の口縁部であり、

口径14・4cmを測る。16は壷の胴部で胴部最大径30．0cmを測る。胴部は最大径部が下位

にあるすんぐりした形で、外面に斜めパケを施す。内面調整は、下半はヨコパケを施し器

面が比較的なめらかであるが、上半は主にユビナデ、ユビオサエで調整しており、器面は

でこぼこしている。

（3）その他の遺構と遣物

土壌SK03（第10図）

調査区の北側中央に位置し、土壌SK04に切られる。長軸170cm以上、短軸80cmの長方

形を呈する。検出面からの深さは10cmと浅く、底面中央部で径10～40cmの穴を7つ検

出した。古墳時代の土師器片が少数出土したが、図化できるものはない。

土壌SK04（第10図）

調査区北側中央に位置し、土壌SK03を切り、溝SDOlに切られる。長軸190cm以上の細

長い楕円形を呈し、検出面からの深さは15cmを測る。須恵器の高台付杯の鹿部（第11図

1）などが少数出土した。8世紀。
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第10図　SK03・04・05・07土壌実測図（1／40）

土壌SK05（第10図）

調査区北東隅に位置し、東側は調査区外へと続く。幅75cmを測り、2段に掘り窪める。

土師器の丸底椀（第11図2）が出土した。

土壌SKO7（第10図）

長軸105cm、短軸70cmの方形を呈し、SCO6竪穴住居址を切っている。検出面からの深

さは35cmで壁は緩やかに立ち上がる。土師器の甕の破片（第11図5）が出土した。

出土遺物（第11図）

その他の遺痛等から出土した土器のうち図化できたものを報告する。1はSKO4、2はSK

O5、3はSP37、4はSP28、5はSKO7、6はSP24から出土した。また7～15は調査区西

側の撹乱から出土した遺物である。

1は須恵器の杯鹿部である。底径8・8cm。2は土師器の丸底椀で口径18．4cm、器高8．2

cmを測る。外面にタタキ痕が残る。3は土師器の杯で口径13．4cm、底径7・8cm、器高

4・2cmを測る。4は鹿部糸切りの土師質小皿で口径10．0cm、器高0．7cmを測る。胎土に

金ウンモを含みにぷい赤褐色を呈する。5は土師器の甕である。外面は粗いタテパケ、内

面はケズリを施す。6は須恵器の提瓶の腹である。焼成は良好で灰白色を呈する。外面は

カキメ、内面には同心円文の当て具痕が残る。

7～8は甑の把手である。9は須恵器の杯蓋である。口径13・8cm、器高1・6cmを測る。

焼成不良でにぷい赤褐色を呈する。10は平瓦。厚さ1．9cmで内面に布目痕、外面に縄目

夕タキが見られる。11は瓦質のすり鉢である。口径26．0cmを測る。12は陶器の鉢である。

外面に4条の断面台形の突帯がつく。13は青磁椀の鹿部。底径5・2cmを測り、外面に櫛

描き文を施す。同安窯系椀Ⅰ類か。14は陶器の鹿部。底径6・Ocmを測り、見込部分を蛇

の目釉はぎ。15は唐津の皿か。
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7～15　西側撹乱

第11図　その他の遺構出土遺物（1／3）
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第Ⅱ章　まとめ
今回の調査では、古墳時代初頭の溝1条、古墳時代後期の竪穴住居址3棟、近世前期の

溝1条のほか土壌や多数の柱穴群が検出された。弥生時代についても、明確な遺構こそな

いが、多くの弥生土器片が出土している。また、近接する第8次調査地点では弥生時代の

竪穴住居址17棟、古墳時代の竪穴住居址4棟が確認されている（下村編1987『那珂遺跡』）。

当調査区近辺において、弥生時代から近世に至るまで連綿として人々が生活を営んでおり、

とくに弥生時代から古墳時代にかけて、大規模な集落が形成されていたと考えられる。

さて、福岡市教育委員会では1999年末までに那珂遺跡群で74次、比恵遺跡群で71次の調

査を重ねてきた。近年それらの成果をもとに、両遺跡群の所在する台地の西縁を南北に縦

断する、弥生時代終末期から古墳時代前期にかけて存続した並列二条溝の存在が推測され

ている（久住猛雄1999「弥生時代終末期「道路」の検出」、『九州考古学』74）。この2条

の溝は6～8mの間隔をあけて並列しているが、溝の間には当該期の遺構がほとんど存在

せず当時は空閑地であった

と推測される。また、溝の

両側に位置する遺構が溝と

軸線を同一にするなど溝の

規制を受けている事例が多

く見られる。以上の理由か

ら、この並列二条溝は両側

に側溝を持つ道路であると

推測される。もしこれが道

路であるならば、日本で最

古・最長規模のものであり、

都市成立論とも関連し非常

に興味深い。

本調査地点はこの道路推

定ライン上に位置し、調査

前から溝の存在が予測され

ていたが、調査の結果、確

かに古式土師器を伴う古墳

時代初頭の溝SD02が検出

された。このことは那珂．

比恵遺跡群を縦断する古代

の道路の存在を裏付ける有

力な証拠となろう。

も ：一三
＼恕6

東光寺剣塚古墳

第12図　並列二条溝（道路）推定ライン（1／5000）
（久住1999をもとに作成）　　※数字は調査次数
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図版1

（1）調査区全景（西から）

（2）調査区北半（南から）；右がSDOl　左がSDO2



図版2

（1）調査区北半（西から）

（2）調査区南半（西から）



図版3

（1）SDO2溝　古式土師器出土状況

（2）SCO6竪穴住居址（北西から）
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